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実 施 日 視 察 先 視 察 項 目 備 考

８ 月 ２ １ 日

福 島 県

南 相 馬 市

・ 被 曝 検 査 の 考 え 方

・ 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ

・ 旧 警 戒 区 域 の 現 状

視 察 先 項 目 調 査 内 容

南 相 馬

市

・ 被 曝 検 査

の 考 え 方

・ 地 域 コ ミ

ュ ニ テ ィ

･旧 警 戒 区 域

の 現 状

福 島 県 南 相 馬 市 は ， 平 成 １ ８ 年 １ 月 １ 日

に １ 市 ２ 町 で 合 併 。 当 時 人 口 は ７ 万 ２ ,０ ０

０ 人 。 合 併 後 ４ 年 が 経 過 し て ， 地 域 コ ミ ュ

ニ テ ィ が 確 立 し て き た と 思 っ て い た と こ ろ

に 東 日 本 大 震 災 が 発 生 。 そ の 後 の 福 島 第 一

原 発 事 故 と 複 合 災 害 に 見 舞 わ れ た 。 発 災 当

初 ， 国 ・ 県 か ら は 避 難 指 示 等 の 連 絡 は 全 く

な く ， 新 聞 ， テ レ ビ ， ラ ジ オ の 情 報 を 得 な

が ら 右 往 左 往 し て い た 。 小 高 区 が １ ０ キ ロ

か ら ２ ０ キ ロ 。 原 区 が ２ ０ か ら ３ ０ キ ロ ，

３ ０ キ ロ 県 外 が 鹿 島 区 の エ リ ア が 入 っ た 。

１ つ の 市 が ３ つ に 分 断 さ れ た 上 ， 警 戒 区 域

や 帰 宅 困 難 区 域 な ど い ろ い ろ な エ リ ア が 設

定 さ れ た が ， 南 相 馬 市 は す べ て の エ リ ア に

当 て は ま っ た 自 治 体 と の こ と 。

・ 被 曝 検 査 の 考 え 方 に つ い て

南 相 馬 市 で 行 っ て い る 被 曝 検 査 は ホ ー ル

ボ デ ィ カ ウ ン タ ー に よ る 内 部 被 曝 検 査 と 個

人 線 量 計 (ガ ラ ス バ ッ ジ )に よ る 外 部 被 曝 検

査 。 内 部 被 曝 検 査 は ,平 成 ２ ３ 年 ７ 月 １ １ 日

よ り 原 発 事 故 に 伴 う 市 民 の 健 康 不 安 の 解 消

と 健 康 管 理 に 資 す る た め ， 南 相 馬 市 に 住 所

を 有 す る 市 民 及 び ３ 月 １ １ 日 以 降 の 転 出 者

も 対 象 に 一 般 社 団 法 人 相 馬 郡 医 師 会 へ 業 務

委 託 し 市 立 総 合 病 院 と 民 間 の 渡 辺 病 院 の ２
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箇 所 で 検 査 を 行 っ て い る 。 検 査 の 内 容 は ，

問 診 ・ ホ ー ル ボ デ ィ カ ウ ン タ ー に よ る 検

査 ・ 診 察 。 検 査 機 器 は 固 定 座 位 式 ２ 台 ， 固

定 立 位 式 ２ 台 。 希 望 者 に 無 料 で 実 施 。 高 校

生 以 下 は ， 年 ２ 回 ， 原 則 ６ ヶ 月 の 期 間 を お

い て ２ 回 目 の 検 査 も 行 っ て い る 。 小 中 学 校

は 借 り 上 げ バ ス を 運 行 し ， 集 団 検 診 を 実

施 。 １ 回 目 の 検 診 は ， 小 学 校 が ７ 月 １ ７ 日

に ， 中 学 校 が ７ 月 ３ 日 に 終 了 。 未 就 学 児 に

つ い て は ， 計 画 で は ， 保 護 者 の 代 理 受 診 と

し て い た が 県 が ８ 月 １ 日 か ら ４ 歳 未 満 児 の

幼 児 へ の 検 査 を 開 始 し た の で 今 後 県 と 協

議 ， 調 整 の 上 保 護 者 に 通 知 す る こ と と し て

い る 。 平 成 ２ ４ 年 ８ 月 か ら １ 回 目 の 検 診 受

診 後 ６ ヶ 月 を 経 過 し た 市 民 を 対 象 に ２ 回 目

の 検 診 を 開 始 。 放 射 線 内 部 被 曝 検 診 を 受 け

た こ と が あ る 市 民 は ， 平 成 ２ ５ 年 ３ 月 末 で

２ １ ,８ ７ ６ 人 で ， 人 口 の ３ ３ .５ ％ と な っ

た 。 検 査 の 結 果 ， 成 人 ・ 高 校 生 以 上 は ９ ４ .

８ ％ が 検 出 限 界 以 下 ， 小 児 は 全 員 が 検 出 限

界 以 下 で あ っ た 。 男 女 で 比 較 す る と 男 性 に

検 出 率 が 高 く な る 。 ま た 高 齢 者 ほ ど セ シ ウ

ム の 検 出 率 が 高 く な っ て い る 。 希 望 す る 市

民 全 員 に ２ 回 目 の 検 査 を 行 っ て い る が ， 多

く の 方 の 値 が 低 下 傾 向 ま た は 検 出 限 界 以 下

を 維 持 。 し か し ２ 回 目 の 検 査 で 放 射 性 セ シ

ウ ム を 検 出 す る 方 が 一 部 い る 。 出 荷 制 限 の

か か っ た 食 品 を 未 検 査 に て 継 続 的 に 接 種 し

て い る 方 に こ の 傾 向 が 見 ら れ た 。 ま た 平 成

２ ４ 年 １ ０ 月 に 実 施 し た ア ン ケ ー ト 調 査 の

結 果 ， 継 続 検 査 希 望 者 は ， ８ ０ .７ ％ と な っ

て お り ， 今 後 も 継 続 的 な 内 部 被 曝 検 査 や 食
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品 検 査 が 必 要 と 考 え て い る と の こ と 。 平 成

２ ３ 年 度 に 実 施 し た 南 相 馬 市 復 興 に 関 す る

市 民 意 識 調 査 に お い て ， 約 ７ 割 の 方 が ｢放 射

線 に よ る 人 体 へ の 影 響 ｣を 不 安 と し て い る 。

平 成 ２ ３ 年 １ ２ 月 に 策 定 し た 南 相 馬 市 復 興

計 画 に お い て 放 射 線 被 曝 検 査 機 能 の 充 実 と

心 の ケ ア を 図 り ， 市 民 の 不 安 を 解 消 す る と

と も に 専 門 的 治 療 等 を 提 供 で き る 体 制 の 整

備 を 国 ・ 福 島 県 へ 働 き か け 推 進 す る こ と と

し て い る 。 個 人 線 量 計 (ガ ラ ス バ ッ ジ )に よ

る 外 部 被 曝 検 査 に つ い て は ， ３ ヶ 月 を ひ と

つ の サ イ ク ル と し ， 年 ３ 回 の 計 測 。 希 望 す

る 方 す べ て の 方 を 対 象 。 乳 幼 児 ６ １ ２ 人 ，

小 学 生 ７ ８ ５ 人 ， 中 学 生 ２ ９ ２ 人 ， 高 校 生

２ ３ ５ 人 ， 妊 婦 ４ ２ 人 ， そ の 他 一 般 市 民 が

９ ,２ ６ ９ 人 の 合 計 約 １ 万 １ ,２ ０ ０ 人 が 現

在 計 測 し て い る 。 有 識 者 に よ る 健 康 対 策 委

員 会 も 今 年 度 か ら 設 置 し ， 外 部 被 曝 検 査 の

結 果 デ ー タ を も と に ， 健 康 相 談 会 や 健 康 講

演 会 に 結 び 付 け て ， 市 民 の 健 康 管 理 に 努 め

て い る 。

・ 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ に つ い て

南 相 馬 市 で は ３ つ の 行 政 区 (小 高 区 ・ 鹿 島

区 ・ 原 町 区 )が コ ミ ュ ニ テ ィ 形 成 の 中 心 的 な

役 割 を 果 た し て お り ， 東 日 本 大 震 災 後 は そ

の 役 割 が ま す ま す 重 要 な も の と な っ て い

る 。 震 災 前 の 住 基 人 口 は ７ １ ,４ ９ ４ 人 ， 震

災 後 の 住 基 人 口 は ６ ５ ,１ ５ ９ 人 ， 市 内 ・ 市

外 避 難 者 を 除 く 実 居 住 人 口 は ３ ７ ,７ ０ ５ 人

で 居 住 割 合 は 震 災 前 の ５ ７ .８ ７ ％ と な っ て

い る 。 (住 ん で い た 場 所 に は 戻 れ な い が ， 市

内 に 住 ん で い る 方 を 含 め た 人 口 は ， ４ ６ ,５

８ ０ 人 )各 区 の 状 況 に つ い て ， 小 高 区 は 立 ち
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入 り は 自 由 に 可 能 で あ る が 宿 泊 す る こ と が

で き ず ， い ま だ 避 難 を 余 儀 な く さ れ て お り

地 域 活 動 は 困 難 。 地 域 の つ な が り が 絶 え る

こ と の な い よ う 避 難 者 が 多 い 避 難 先 に お い

て ｢小 高 会 ｣が 設 立 さ れ て い る 。 鹿 島 区 は ，

津 波 被 害 を 除 き ， ほ ぼ 通 常 通 り の 地 域 活 動

が 可 能 と な っ て い る が 仮 設 住 宅 の 大 部 分 が

鹿 島 区 に 設 置 さ れ て い る た め ， こ れ ま で の

コ ミ ュ ニ テ ィ と あ わ せ 仮 設 住 宅 で の コ ミ ュ

ニ テ ィ の あ り 方 が 課 題 と な っ て い る 。 原 町

区 に つ い て は ， 津 波 被 害 地 区 を 除 き ， ほ ぼ

通 常 ど お り の 地 域 活 動 が 可 能 と な っ て い る

が ， 原 町 区 南 部 の 一 部 に 避 難 指 示 区 域 が あ

り ， 小 高 区 同 様 に 地 域 活 動 は 困 難 な 状 況 と

な っ て い る 。 各 区 に お い て ， 西 部 の 山 側 に

は 高 線 量 地 区 が 存 在 し ， 旧 警 戒 区 域 以 外 で

も 特 定 避 難 勧 奨 地 点 に 指 定 さ れ て い る 世 帯

が １ ５ ２ 世 帯 。 ま た ， 津 波 被 害 の あ っ た 地

区 に つ い て は ， 災 害 危 険 区 域 と し て 居 住 が

制 限 さ れ る こ と か ら 防 災 集 団 移 転 に よ り 他

地 区 へ の 移 転 を 推 進 す る た め 住 民 と 話 し 合

い を 進 め て い る と こ ろ で あ る 。

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ を 形 成 す る た め の 市 の

支 援 策 と し て 従 前 よ り 制 度 化 さ れ て い た ま

ち づ く り 活 動 支 援 事 業 補 助 金 に 「 コ ミ ュ ニ

テ ィ 支 援 部 門 」 を ２ ５ 年 ４ 月 １ 日 か ら 新 設

し ， 仮 設 住 宅 自 治 会 ， 避 難 者 が 多 い 行 政

区 ， 避 難 者 の 会 等 が 実 施 す る イ ベ ン ト 等 の

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 形 成 を 支 援 し て い る 。

ま た ， 従 前 の 集 会 施 設 整 備 事 業 補 助 金 に ，

２ ３ 年 ３ 月 １ １ 日 か ら ｢東 日 本 大 震 災 の 影 響

に よ る 場 合 ｣の 区 分 を 新 設 し ， 行 政 区 の コ ミ

ュ ニ テ ィ の 拠 点 づ く り を 支 援 し て い る 。 今

後 の 課 題 と し て は ， 現 在 災 害 公 営 住 宅 の 建
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設 や 防 災 集 団 移 転 を 推 進 し て い る が ① 従 前

の コ ミ ュ ニ テ ィ の 存 続 ② 移 転 先 で あ る 既 存

コ ミ ュ ニ テ ィ と の 融 和 ③ 新 た な コ ミ ュ ニ テ

ィ の 創 設 の ３ 点 が 大 き な 課 題 。 移 転 者 は ，

移 転 先 の コ ミ ュ ニ テ ィ に 溶 け 込 む こ と を 原

則 と し な ら も 一 定 規 模 以 上 の 移 転 が 合 っ た

場 合 に つ い て は ， 移 転 者 と 移 転 先 住 民 の 意

向 を 確 認 し な が ら 行 政 区 の 再 編 等 も 必 要 に

な る と 予 想 し て い る と の こ と 。

・ 旧 警 戒 区 域 の 状 況 （ ※ バ ス に て ， 旧 警 戒

区 域 内 (小 高 区 )及 び 津 波 被 害 の あ っ た 小 高

区 塚 原 地 区 の 視 察 を 行 っ た 。）

震 災 当 日 は 震 度 ６ 弱 を 観 測 し ３ 時 ３ ５ 分

こ ろ 津 波 が 到 達 。 そ れ と 同 時 に 福 島 第 １ 原

子 力 発 電 所 の 爆 発 に よ り ,１ ２ 日 の 朝 半 径 １

０ キ ロ 圏 内 ， 同 日 夕 方 に は ２ ０ キ ロ 圏 内 に

避 難 指 示 を 出 し た 。 当 時 ， 国 ・ 県 か ら の 避

難 指 示 も な く ， 情 報 も 全 く と い っ て い い ほ

ど な か っ た 。 行 政 側 も 市 民 と 同 じ く テ レ ビ

や ラ ジ オ か ら の 情 報 し か 得 ら れ な か っ た 。

３ 月 １ ５ 日 に 半 径 ２ ０ キ ロ か ら ３ ０ キ ロ の

住 民 に 屋 内 待 機 指 示 。 外 部 か ら 物 資 が 滞 っ

て し ま っ た 。 ３ 月 １ ５ 日 か ら ２ ５ 日 に か け

て 集 団 避 難 の 誘 導 を 行 っ た が ， 自 主 避 難 を

お 願 い し た 結 果 と な っ た 。 そ の 背 景 に は 原

発 か ら 役 所 ま で は ２ ０ キ ロ と い う こ と で ，

原 子 力 災 害 に 関 す る 防 災 計 画 ・ 避 難 計 画 を

策 定 さ せ て も ら え な か っ た こ と が あ っ た 。

旧 原 町 時 代 に ， 策 定 し よ う と い う 動 き が あ

っ た が ， 県 ， 国 か ら ス ト ッ プ が か か っ た 。

２ ０ キ ロ 圏 外 は 策 定 す る 必 要 が な い と い う

こ と で ， 策 定 で き な か っ た 。 そ れ に よ り ，
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市 民 が ど こ に 避 難 す れ ば よ い の か ， 市 側 も

ど こ に 誘 導 す れ ば い い の か 指 示 を 出 す こ と

が で き ず 混 乱 し た 。 本 来 で あ れ ば 行 政 区 ご

と に ど こ へ 避 難 し て く だ さ い と い う 指 示 が

出 せ れ ば よ か っ た が ， 市 民 に は と に か く で

き る 限 り 遠 く へ 逃 げ て く だ さ い と し か 言 う

こ と が で き な か っ た の が 現 状 で あ る 。

４ 月 ２ ２ 日 に 半 径 ２ ０ キ ロ 圏 内 が 警 戒 区

域 に 設 定 さ れ ， あ わ せ て 計 画 的 避 難 区 域 (南

相 馬 市 西 側 。 １ ヵ 月 後 に 完 全 避 難 )及 び 緊 急

時 避 難 準 備 区 域 （ 屋 内 待 機 し て い た 区 域 。

事 故 が 再 発 し た 際 に す ぐ に 非 難 で き る よ う

に 準 備 ） が 設 定 。 特 定 避 難 勧 奨 地 点 (年 間 被

曝 量 が ， ２ ０ ミ リ シ ー ベ ル ト を 超 え る と 推

定 さ れ た 地 点 )が ７ 月 ， ８ 月 ， １ １ 月 の ３ 回

に 分 け て １ ５ ２ 世 帯 設 定 さ れ て い る 。 な

お ， 緊 急 時 避 難 準 備 区 域 は ， ２ ３ 年 ９ 月 ３

０ 日 に 解 除 さ れ ， 平 成 ２ ４ 年 ４ 月 １ ６ 日 に

警 戒 区 域 及 び 計 画 避 難 区 域 が ① 避 難 指 示 解

除 準 備 区 域 ② 居 住 制 限 区 域 ③ 帰 還 困 難 区 域

の ３ 区 域 に 見 直 さ れ た 。 旧 警 戒 区 域 内 の 水

田 は ２ ３ 年 ， ２ ４ 年 は 稲 作 を 自 粛 ， 規 制 を

し ， 今 年 度 も 規 制 ， 自 粛 を し て い る た め ，

草 が 生 え て い る 状 況 と な っ て い る 。 た だ 実

験 的 に 水 田 で 稲 作 を 行 い 昨 年 は 国 の 基 準 の

１ ０ ０ ベ ク レ ル /１ キ ロ の 基 準 値 を 下 回 っ て

い る 状 況 。 性 質 上 ， お 米 ま で は 放 射 性 セ シ

ウ ム が 吸 収 さ れ な い よ う で は あ る 。

津 波 の 被 害 が 大 き か っ た 区 域 は ， 全 壊 ，

流 失 し た 家 屋 が た く さ ん あ る 。 津 波 の 高 さ

は １ ８ メ ー ト ル か ら ２ ０ メ ー ト ル あ っ た と

推 定 さ れ て い る 。 震 災 後 瓦 礫 を 分 別 せ ず に
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積 み 上 げ た と こ ろ を 現 在 ， 重 機 を 使 っ て 分

別 作 業 を 行 っ て い る 。 津 波 に よ る 人 的 被 害

は ， ６ ３ ６ 人 。 こ の 地 域 は ， 津 波 が 来 る と

い う 認 識 が 低 く ， 大 き な 被 害 に つ な が っ て

位 待 っ た 。 震 災 後 ， 事 故 後 の 避 難 先 で な く

な っ た 震 災 関 連 死 が ４ ２ ８ 人 。 あ わ せ て 南

相 馬 市 で は １ ,０ ６ ４ 人 の 方 が な く な っ た 。

市 外 避 難 者 は 現 在 １ 万 ５ ,５ ３ ６ 人 。 転 出 者

も ６ ,８ ０ ０ 人 を 越 え て い る 。 市 外 避 難 者 は

減 少 傾 向 に あ る が ， 転 出 者 は 増 え て お り ，

避 難 先 で の 定 住 を 決 め た 方 ， 避 難 先 で 介 護

サ ー ビ ス 等 の 行 政 サ ー ビ ス を 受 け る た め に

住 民 票 を 写 さ ざ る を 得 な い 方 々 な ど の 数 が

増 え て き て い る 。 旧 警 戒 区 域 は ， 水 道 ・ 下

水 道 が 完 全 に 復 旧 し て い な い の で ， 飲 食 関

係 に つ い て は 再 開 で き な い 状 況 。 大 規 模 な

道 路 工 事 も 最 近 始 ま っ た ば か り 。 JR 常 磐 線

も 原 ノ 町 駅 か ら 南 は 復 旧 で き な い 状 況 。 小

高 区 は 地 盤 が 軟 弱 で 水 道 ， 下 水 道 の 菅 が ほ

ぼ 損 壊 。 現 在 急 ピ ッ チ で 復 旧 工 事 が 進 み ，

目 標 と し て 年 内 中 に ほ ぼ 完 了 で き る 見 込

み 。 人 の 数 は ほ と ん ど な く ， 砂 利 や 草 が 生

え て い る と こ ろ は ， 地 震 に よ り ， 倒 壊 し た

場 所 。 放 射 線 量 は ， ０ ． ２ か ら ０ ． ３ 。 震

災 直 後 に 比 べ る と 大 分 低 く な っ た が 除 染 に

つ い て は ， よ う や く ８ 月 か ら 動 き 出 し ， 除

染 の 作 業 は ９ 月 に 入 っ て か ら を 予 定 し て い

る 。


